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ジュニアテニスプレイヤーの集中力について
一大学生テニスプレイヤーと比較して一
田　中　伸　明
1　緒　　言
　競技スポーツの世界において集中力が必要であるということに異論はない
であろう。どのようなスポーツにおいても勝利するためには必要なものであ
るといえる。実際にオリンピック代表選手やアジア大会代表選手，オリンピッ
ク強化指定選手を対象とした心理調査において，精神面でのトレーニングで
必要とされる内容が集中力であった（’x2），と報告されている。また，「どの
スポーツ競技であれ，メンタルな面での最も重要な能力が何かを，競技者や
コーチに聞くと，必ずといっていいほど『集中力』という言葉が返ってく
る」③という。一般的に集中力とは「一点への精神集中」ωといわれている
が，テニスをはじめとするオープンスキル競技では，対戦相手や周りの環境
（太陽・風・観衆・思考等）など多くの情報・刺激があり，それらの中から
どの情報・刺激に注意を向け，それらの情報・刺激をどう処理していくかと
いうことが必要になってくる。実際のテニス場面においては，たとえば，対
戦相手，飛んでくるボール，風や太陽の向きなどの周りの環境，自分自身に
注意を向け，さらにはそこから，次の作戦やプレイについて考えていくため
に自分の内面（思考等）に注意を向けていくということを瞬時に切り替えて
いくことが求められる。つまり，テニスにおける集中力とは，適切な手がか
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りに注意を向ける能力，および，試合中その注意集中を持続する能力（5）で
あるといえる。
　この注意の集中については，Nideffer（6）〔T）が，方向性（内一外）と注意の
幅（広一狭）の2次元から説明している。自己の内部（感情等）なのか外部
環境（相手や風など）のどちらに注意を向けるのか，注意の範囲をどのくら
いの範囲に絞るのかということである。このような考えのもと，Nideffer
は集中力を測定するためのテスト（Test　of　Attentional　and　Interpersonal
Style，以下，　TAISとする）を作成した（6）。そして日本語翻訳版が作成さ
れた（8）が，このTAISが日常生活場面に関わる質問項目であることから，
競技種目ごとに検討を行ううえでは，それぞれの競技種目での競技場面を考
慮したTAISの方が有効である報告されてきた（9）《12）。そうしたなか，テニ
ス用に改良された質問紙（Tennis－Test　of　Attentional　and　Interpersonal
Style，以下，　T－TAISとする）が作成された（9x1°）。
　テニスプレイヤーの集中力についてT－TAISを使用し，杉原ら（1°）と田中
ら（13）（14）は，競技レベルにおける集中力の比較を行い，競技レベルの高いプ
レイヤーの方が望ましい集中力のスタイルを示したと報告している。そして
田中らは，集中力には性差があること㈹⑩，集中力のあるプレイヤーの集
中力のスタイルの報告（14），T－TAISプロフィール表作成した（’4）。さらに田
中は，テニスプレイヤーのプレイスタイルにおける集中力の違い㈹，テニ
スプレイヤーのタイプと集中力㈹の報告を行った。いずれも調査対象は大
学生であった。また，ジュニア世代を対象とし，テニスプレイヤーの集中力
と性格との関連性（’7）についての報告も行ったが，ジュニア世代の集中力の
特徴を把握したものではない。そこで，ジュニア世代のメンタル面のサポー
トをより有益なものとするためには，ジュニア世代の集中力の特徴を把握す
る必要があるといえる。そこで本研究は，ジュニア世代の集中力の特徴を明
らかにすることを目的とした。
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H　方　　法
1．調査対象
　2004年度および2007年度に開催された財団法人日本テニス協会地域ジュ
ニァ強化合宿参加者，男子165名（有効回答者数150名）で12．5±1．03歳，
女子167名（有効回答者数139名）で12．5±LO4歳であった（表1）。強化
合宿が開催された地域は，北海道，東北，関東，北信越，東海，関西，中国，
四国，九州の全国9地域であった。
表1　調査対象者年齢
N M SD
???? 165（150）
167（139）
12，5
12．5
1，03
1．04
（）内は有効回答者数
2．調査期間及び調査方法
　2004年度に開催された強化合宿は，2004年10月～2005年2月，2007年
度に開催された強化合宿は，2007年9月～2008年2月の期間であった。1
地域あたりの合宿は，1泊2日から2泊3日であった。それぞれの地域での
合宿期間中に，開催地において集合調査にて行った。
3．調査内容
　杉原ら（1°）が作成し，田中ら（18）が調査の仕方についてまとめたT－TAISを
使用した。このT－TAISは，50の質問項目からなり，質問に対し，「まっ
たくない」，「めったにない」，「ときどきある」，「ひんぱんにある」，「つねに
ある」の5段階評定とし，1つを選ぷ回答形式であった。
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4．結果の処理
　「まったくない：0点」，「めったにない：1点」，「ときどきある：2点」，
「ひんぱんたある：3点」，「つねにある：4点」として，また，逆転項目につ
いては，「まったくない：4点」，「めったにない：3点」，「ときどきある：2
点」，「ひんぱんにある：1点」，「つねにある：0点」として，尺度別に得点
を集計した。
　T－TAISの尺度は，　BET（広い外的な注意），　OET（外的な刺激による過
剰負荷），BIT（広い内的な注意），　OIT（内的な刺激による過剰負荷），
NAR（狭い注意の集中），　RED（狭すぎる注意の集中）の6つの尺度であっ
た（表2）。
　そしてジュニア世代の集中力の特徴を検討するため，平均値の差の検定
（t検定）を行った。
表2　T－TAIS尺度
　　広い外的な注意　　　　　　　同時に多くの様々な外的な刺激を統合する能力
BET：Broad　external　attentional　focus正確で素早い状況判断などに必要とされる
　　外的な刺激による過剰負荷
OET：Overloaded　by　external　stimuli
　　広い内的な注意
BIT：Broad　internal　attentional　focus
　　内的な刺激による過剰負荷
OIT：Overloaded　by　internal　stimuli
　　狭い注意の集中
NAR：Narrow　attentional　focus
　　狭すぎる注意の集中
RED：Reduced　attentional　focus
外的な刺激による注意の妨害されやすさ
周囲の状況によって注意が散漫になる傾向
様々な考えや情報を統合する能力
自分の思考を系統立てたり分析したりするとき
に必要とされる能力
内的な思考による注意の妨害されやすさ
一度に多くのことを考えすぎて混乱する傾向
必要に応じて注意の幅を狭くすることができる
能力
一つの刺激や思考に固執するなど注意を狭くし
すぎて失敗する傾向
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皿　結果および考察
1．性差について
　表3は，ジュニアテニスプレイヤーの男女別尺度得点と検定結果を表した
ものである。その結果，ジュニアテニスプレイヤーの世代では，BET（広
い外的な注意）では男子の方が女子より高い（p＜O．OOI），　OET（外的な刺
激による過剰負荷）では男子の方が女子より低い（p＜0．05），BIT（広い内
的な注意）では男子の方が女子より高い（p＜0．001），NAR（狭い注意の集
中）では男子の方が女子より高い（p＜O．05）という有意な差がみられたが，
OIT（内的な刺激による過剰負荷），　RED（狭すぎる注意の集中）において
は有意な差はみられなかった。
　田中ら（14）は，BET（広い外的な注意）が高くOET（外的な刺激による過
剰負荷）が低い，BIT（広い内的な注意）が高くOIT（内的な刺激による過
剰負荷）が低い，NAR（狭い注意の集中）が高くRED（狭すぎる注意の集
中）が低いというスタイルが望ましい集中力のスタイルとして報告している。
今回のジュニア世代の結果は，OIT（内的な刺激による過剰負荷），　RED
（狭すぎる注意の集中）では有意な差がみられなかったものの，それ以外の
項目において，男子選手のほうが望ましい集中力のスタイルであったという
　　　　　　　表3　ジュニアテニスプレイヤー男女別尺度得点
BET　　OETBIT OIT　　　NAR　　　RED
男　子
1V＝150
女　子
1＞＝139
???13．6
4．04
11．6
3．85
14．5
6．16
16．2
6．82
19．2
4．68
17．3
4．37
12．0
5．51
12．7
5．02
20．2
4．03
19．0
3．92
15．2
5．08
15．1
5．07
t値 4．50
＊＊＊
4??2 3．56
＊＊＊
08
p
1 4???2 0．09
ns
＊率＊ Fp〈0．001　　　＊：」ウ〈0．05
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表4　大学生テニスプレイヤー男女別尺度得点（田中ら（14）より）
BET　　　OETBIT OIT　　　NAR　　　RED????????＝?
????
12．1
3．66
11．2
3．47
17．9
5．60
19．3
5．22
16．9
4．55
16．0
4，44
14．9
4．52
15．9
4．64
???
??
16．7
4．70
17．7
4．23
t値
2??2 9???2 6??2 2．11 5??2 0???2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊；P〈O．Ol　　　　＊：PくO．05
ことが明らかになったといえる。したがって，大学生世代において性差があっ
た〔13）〔14）ように，ジュニア世代においても性差がみられたので，この世代に
おいても，集中力を考える場合，男女それぞれに検討をする必要があるとい
うことが明らかになった。
　また，ジュニア世代（12．5歳）と大学生世代（表4）では，どちらの世代
も，BET（広い外的な注意），　BIT（広い内的な注意）で男子の方が高く，
OET（外的な刺激による過剰負荷）で男子の方が低いということは変わり
がないが，NAR（狭い注意の集中）では，ジュニア世代においては男子の
方が高かったものが，大学生世代になると女子の方が高くなるということも
明らかになった。これは，成長するにつれ女子選手のほうが「必要に応じて
注意の幅を狭くすることができる能力」が養われるということを示している
といえる。しかしながら，OIT（内的な刺激による過剰負荷）やRED（狭
すぎる注意の集中）は，ジュニア世代では，性差はなかったものが，大学生
世代になると性差がみられるようになり，女子選手のほうが高くなっている。
これらの尺度は，「一度に多くのことを考えすぎて混乱する傾向」や「一つ
の刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて失敗する傾向」で負の要素
である。この負の要素においても女子選手のほうが高くなっているというこ
とである。したがって，男子選手とくらべると女子選手では，ジュニア世代
から大学生世代への成長の過程において，「必要に応じて注意の幅を狭くす
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ることができる能力」が高くなるが，一方で，「一度に多くのことを考えす
ぎて混乱する傾向」，「一つの刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて
失敗する傾向」も高くなってしまうので，注意の切り換えの能力についての
アドバイスが必要になってくるのではないかといえる。
2．ジュニア世代と大学生世代の比較
　（1）男子の場合
　表5は，男子のジュニア世代と大学生世代を比較した結果を表したもので
ある。その結果，BET（広い外的な注意）でジュニア世代の方が有意に高
い（pくO．OOI），　OET（外的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代の方が
有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注意）でジュニア世代の方が有
意に高い（p〈0．001），OIT（内的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代
の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注意の集中）でジュニア世代の
方が有意に高い（p＜0．001），RED（狭すぎる注意の集中）でジュニア世代
の方が有意に低い（p＜0．01）という結果だった。これらの結果は，ジュニ
ア世代のほうが，望ましい集中力のスタイル（14）であったということである。
これは，ジュニア世代レベルでのゲームにおいて，大学生レベルでのゲーム
と比べると戦術や戦略あるいは，技術・体力といった要素が，あまり複雑で
表5男子比較
BET　　　OET　　　BITOIT　　　NAR　　　RED
大学生
ハ1＝253
ジュニア
ノ〉＝150
???12．1
3．66
13，6
4．04
17．9
5．60
14．5
6．16
16．9
4．55
19．2
4．68
14．9
452
12．0
5．51
16．9
4．44
20．2
4．03
16．7
4．70
15．2
5．08
t値
3．85
＃＊
5．67
零亭亭
4．84
＊＊孝
5．40
＊＊＊
537
??
＊
3．10
串宰
大学生データは田中ら（】4）より
＊＊＊ Gp〈0．001　　＊＊：pく0．01
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はないため，考えなければいけない情報，注意を向けなくてはいけない情報，
あるいは，考えてはいけない情報，注意を向けてはいけない情報などが少な
いため，このような結果になったのではないかと考えられる。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，様々な情報の処理をうまくしていくことができるようになるようなアド
バイスや指導をしていく必要があるといえるだろう。
　②　女子の場合
　表6は，女子のジュニア世代と大学生世代を比較した結果を表したもので
ある。その結果，OET（外的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代の方
が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注意）でジュニア世代の方が
有意に高い（p〈0．05），OIT（内的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代
の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注意の集中）でジュニア世代の
方が有意に高い（p＜0．01），RED（狭すぎる注意の集中）でジュニア世代
の方が有意に低い（p＜0．001）という結果だった。またBET（広い外的な
注意）では有意な差はみられなかった。
表6女子比較
BET　　　OETBIT OIT　　　NAR　　　RED
???【?
???ー?＝?
???11．2
3．47
1L6
3．85
19．3
5．22
16．2
6．82
16．0
4，44
17．3
4．37
15．9
4．64
12．7
5，02
17．8
3．92
19．0
3．92
17．7
4．23
15．1
5．07
t値
??0 4．47
＊牢ホ
0??2 375
???
2．70
＊零
4．89
＊＊＊
大学生データは田中ら（14）より
率串宰 Fp＜0．001　　　　寧＊：pく0．01　　　　＊：1）〈0．05
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　BET（広い外的な注意）すなわち「同時に多くの様々な外的な刺激を統
合する能力」は，ジュニア世代と大学生世代では違いがないため，この能力
はすでにジュニア世代からできあがっているということがいえるであろう。
それ以外の尺度では，ジュニア世代のほうが，望ましい集中力（14）のスタイ
ルであったということである。これは，男子同様ジュニア世代レベルでのゲー
ムにおいて，大学生レベルでのゲームと比べると戦術や戦略あるいは，技術・
体力といった要素が，あまり複雑ではないため，考えなければいけない情報，
注意を向けなくてはいけない情報，あるいは，考えてはいけない情報，注意
を向けてはいけない情報などが少ないため，このような結果になったのでは
ないかと考えられる。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，「同時に多くの様々な外的な刺激を統合する能力」を除いた様々な情報
の処理をうまくしていくことができるようになるようなアドバイスや指導を
していく必要があるといえるだろう。
IV　まとめ
　2004年度（2004年10月～2005年2月）および2007年度（2007年9月～
2008年2月）に開催された財団法人日本テニス協会地域ジュニア強化合宿
参加者，男子165名（有効回答者数150名，12．5±ID3歳），女子167名
（有効回答者数139名，12．5±1．04歳）を対象に集中力テスト（Tennis－Test
of　Attentional　and　Interpersonal　Style）を行った。
　結果は次の通りであった。
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1．ジュニアテニスプレイヤーの集中力
　（1）性差について
　ジュニアテニスプレイヤーの世代では，BET（広い外的な注意）では男
子の方が女子より高い（p＜0．001），OET（外的な刺激による過剰負荷）で
は男子の方が女子より低い（p＜O．05），BIT（広い内的な注意）では男子の
方が高い（p＜0．001），NAR（狭い注意の集中）では男子の方が女子より高
い（p＜0．05）という有意な差がみられたが，OIT（内的な刺激による過剰
負荷），RED（狭すぎる注意の集中）においては有意な差はみられなかった。
　また，ジュニア世代と大学生世代では，BET（広い外的な注意），　BIT
（広い内的な注意）で男子の方が高く，OET（外的な刺激による過剰負荷）
で男子の方が低いということは変わりがないが，NAR（狭い注意の集中）
では，ジュニア世代で男子の方が高かったものが，大学生世代になると女子
の方が高くなる一方で，OIT（内的な刺激による過剰負荷），　RED（狭すぎ
る注意の集中）において，ジュニア世代では性差がみられなかったものが，
大学生世代になると女子の方が高くなるということも明らかになった。
　以上の結果から，ジュニア世代においても集中力を考える場合，性差があ
るため，男女それぞれに集中力をとらえる必要があるということが明らかに
なった。また，男子選手と比較すると女子選手では，ジュニア世代から大学
生世代への成長の過程において，「必要に応じて注意の幅を狭くすることが
できる能力」が高くなるが，一方で，「一度に多くのことを考えすぎて混乱
する傾向」，「一つの刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて失敗する
傾向」も高くなってしまうので，注意の切り換えの能力についてのアドバイ
スが必要になってくるのではないかということが示唆された。
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　②　大学生世代との比較
　①男子の場合
　ジュニア世代と大学生世代を比較した結果，BET（広い外的な注意）で
ジュニア世代の方が有意に高い（p〈ODOI），　OET（外的な刺激による過剰
負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注
意）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．001），OIT（内的な刺激によ
る過剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注
意の集中）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．001），RED（狭すぎる
注意の集中）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．01）という結果だっ
た。
　②女子の場合
　ジュニア世代と大学生世代を比較した結果，OET（外的な刺激による過
剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な
注意）でジュニア世代の方が有意に高い（p〈0．05），OIT（内的な刺激によ
る過剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），NAR（狭い注
意の集中）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．Ol），　RED（狭すぎる
注意の集中）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001）という結果だっ
た。またBET（広い外的な注意）では有意な差はみられなかった。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，男子の場合は，様々な情報の処理をうまくしていくことができるように
なるようなアドバイスや指導，女子の場合は，「同時に多くの様々な外的な
刺激を統合する能力」を除いた様々な情報の処理をうまくしていくことがで
きるようになるようなアドバイスや指導をしていく必要があるということが
推察された。
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